
高品質ホタテガイの安定生産技術開発研究

工藤敏博・小坂善信・木村博聾・吉田雅範・川村 要

1 目的

ホタテガイの優良形質を選抜するために育種技術と実証試験を行い、高品質貝の生産手法を開発する。

2 材料と方法

(1) 平成9年度人工採苗貝の中間育成

平成 9 年度に人工採苗した稚貝 1) を、平成10年 7 月 9 日に 1 分目のパールネットに 1 段当たり 24~

50個体収容し、久栗坂実験漁場の養殖施設(幹綱の水深15m)に垂下した。これらは10月7日に取り

上げて、へい死率を調査するとともに殻長、殻高、殻幅、全重量、軟体部重量を測定し、各試験区毎

に成長等を比較した。

(2) 人工採苗用母員の育成

久栗坂実験漁場に平成9年5月21日に設置した採苗器から 7月29日に稚貝採取を行い、 2.3分の簡

で止まったものを大型区、 2.3分から落ちて、さらに2.0分からも落ち、1.5分で止まったものを小型区

とし、1.5分目のパールネットに 1段当たり50個体収容して飼育を行った。これらの貝は10月7日に

パールネット 1段当たり15個体になるように第 l回分散作業を行った後、平成10年5月20日には丸龍

1段当たり10個体になるように第2回分散作業を行った。その後は平成11年2月17日まで実験漁場で

飼育を継続した後、当センターの前の筏に垂下して産卵誘発に供した。また、各作業時には殻長、殻

高、殻幅、全重量、軟体部重量、貝柱重量等を測定し、各試験区毎に比較を行った。

(3) 人工採苗

母貝は当初上記のものを用いて平成11年3月1日及び3月15日に産卵誘発を行い、浮遊幼生の飼育

を試みたが、卵質の不良が原因と考えられる浮遊幼生のへい死が頻発したため、 4月9日に「平成11

年度ホタテガイ天然採苗予報調査(吉田ら、未発表)Jにおける母貝成熟度調査用の貝を使用した。

4月6日に久栗坂実験漁場から当センターに母貝を運搬した後、 4月7日には 60C、4月8日には

80Cの水温でこれらを飼育し、 4月9日に紫外線流水殺菌装置を通した150C海水で温度刺激を与えて

産卵・放精を誘発した。これらは個体毎に受精させた後、150Cの止水でふ化させ、 4月11日に幼生を200

E のパンライト水槽に184~326千個体収容してChαetoceros gracilisを段階的に 1水槽当たり 5，000

~20 ，000cell/ mlを毎日給餌しながら弱通気で飼育した。飼育水は150Cを保つようにし、 3日に 1度

全換水を行うとともに適宜底掃除を実施した。

3 結果及び考察

(1) 平成9年度人工採苗貝の中間育成

表1に平成9年度人工採百稚貝の中間育成結果を、表2にこれらの中間育成終了時の平均値の検定

結果を示した。

生貝率(ネットに残存していた貝の数に対する生員の割合)はL、ずれの試験区もほぼ100%であっ

たが、これに対して生残率(収容した貝の数に対する生貝の割合)は約60~80% と低い値であった。

中間成育開始時の稚員の殻長は約8皿程度で-あったが、網目や網口からの迭散を防ぐためパールネッ

トは 1分 C3.3mm)の目合いを用いて網口を細かく縫い上げたにもかかわらず不明貝が生じているこ

とから、へい死は収容後まもなく起こり、これらのへい死貝は破損してネットの網目から脱落したも

のと考えられた 2)O
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終了時の殻長を比較すると、水槽番号 1""-'3の閥、水槽番号7と8の間には有意な差が見られず、

これらと水槽番号5の聞には有意な差が見られた。水槽番号 1""-'3は大型雌と大型雄の掛け合わせ

(同ーの雌と 3種類の雄)、水槽番号5は中型の雌雄の掛け合わせ、水槽番号7、8は小型の雌雄の掛

け合わせ(同ーの雌と雄)であり、全重量や軟体部重量でも同様の傾向が見られたことから、 10月時

点までの成長は、母貝による遺伝的な影響を受けていることも考えられた。

終了時(H.10.10.7)

般長 般高級幅金重量軟体部軟体部般幅比

{mm) (mm) (mm) (g) 重量(ρ 指数(%)

30.94 31.32 7.35 3.859 1.396 36.39 0.1054 

32.66 33.17 7.78 4.326 1.485 34.44 0.1056 

29.60 30.11 6.98 3.249 1.128 34.82 0.1044 

27.41 27.68 6.42 2.573 0.873 34.06 0.1045 

29.87 30.30 6.99 3.376 1.202 35.50 0.1041 

29.70 30.07 6.86 3.191 1.158 35.97 0.1034 
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表2 平成9年度人工璽璽墾里空塑費量墾主堕企杢塑量企豊重量豊
項目 水槽2 水槽3 水槽5 水槽7 水槽8
殻長 水槽1 x x 柿 x x 

水槽2 x 材 料 料

水槽3 事 x x 

水槽5 * * 
水槽7 x 
水槽1 x x ~ x x 
水槽2 紳 料柿柿
水槽3 X X X 

水槽5 * * 
水槽7 X 

水槽1 x * 榊 x X 

水槽2 榊榊材料
水槽3 x X x 
水槽5 * X 
水槽7 X 
水槽1 x X x X X 

水槽2 x X X X 
水槽3 X X X 
水槽5 x X 

水槽7 x 
注)輔Iまp(O.Olで有意、*1まp(O.05で有意、川立有意な重量なし

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

査重量

覇支体昔日重量
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人工採苗用母貝の殻長の推移

破帽比
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人工採苗用母貝の育成

表3に測定結果を、表4に測定

値の検定結果を、図1に殻長の推

移を示した。

生存率は、平成9年12月9日調

査時には大型区が98.6%、小型区

が95.8%、平成10年5月20日調査

時には両区とも100%、-平成11年

2月17日には大型区が87.8%、小

型区が88.0%とほとんど差が見ら

れなかった。このことから稚貝採

取時点で-の殻長の大小の差(成長

の良否)は、水温等の条件が悪く

なければ生残率には関係がないも

のと考えられた。

殻長、全重量、軟体部重量、軟

体部指数はL、ずれも調査時も大型

区の方が小型区に比べて大きい傾

向にあった。

人工採苗 E 
表5に人工採苗に用いた母貝の E60

測定結果を、表6に水槽別母貝の

かけ合わせ状況を示した。

平成11年の冬~春にかけては、

水温が例年より低く推移し、産卵

の引き金になる水温の上昇もなか

なか見られなかった 3)。低水温が

長期間続くと正常な卵として産卵

される卵数の減少や卵質の劣化に

(2) 

表1平成9年度人工探嘗稚買の中間育成結泉

飼育水採苗月日母艮番号 開始時

槽番号 (H.10.7.9) 

皇室盟盤盤
♀4X♂4 24 

♀4X♂5 186 

♀4x♂6 48 

♀2x♂3 23 

♀5X♂6 33 

♀5X♂6 30 

40 

20 

(3) 
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表4 平成10年度人工採苗用母貝測定値の検定結果 (pく0.05)
調査月日 殻長 殻高 殻幅全重量軟体部 貝柱

重量 重量

× 

× 
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X:有意な差なし

× 

× × 

判ド

判ド

d:小型区〉大型区で有意な差あり
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よりその後の浮遊幼生の生残に大きな影響を与えるものと考えられているが 4)、平成11年3月1日及

び15日に採苗を行った浮遊幼生もふ化率が低く、奇形が多く見られて生残率も極端に悪かったため、

3月31日までに全て廃棄した。

このため、 3月中旬に産卵が開始され、異常卵が放出されたと考えられる母貝調査用の貝を用いて

4月9日に産卵誘発を実施した。表7に第3回次の飼育状況を示したが、 4月22日に一部の水槽で殻

長200μmを越える個体が確認されたので、付着基質としてキンラン(人工海藻)を投入した。 6月

3日にはキンランを目合い 1mmのネットに収容し、漁業者が所有する水槽で天然の浮遊幼生が確認さ

れない港内の海水をかけ流しして飼育した。これらは、 7月30日に 1分目のパールネットに収容して

久栗坂実験漁場に垂下し、中間育成を開始した。
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表6 水槽別母貝のかけ合わせ状況
固次 飼育水探苗月日 覆用母貝 幼生収容数 備考
槽番号 ♀ ♂ (千個体)

H11.3.1 ♀1 ♂1 170 H11.3.10廃棄
2 If ♀1 ♂2 187 11 

3 If ♀2 ♂3 140 H11.3.16廃棄
4 If ♀2 ♂3 292 H11.3.31廃棄
5 11 ♀3 ♂3 298 H11.3.16廃棄
6 11 ♀3 ♂3 293 11 

7 11 ♀4 ♂2 332 H11.3.23廃棄
8 11 ♀4 ♂2 168 Hl1.3.16廃棄

2 Hll.3.15 ♀5 ♂4 324 Hl1.3.31廃棄
3 If ♀6 ♂4 262 If 

5 11 ♀7 ♂5 280 11 

6 If ♀7 ♂5 306 11 

8 11 ♀8 ♂5 246 If 

3 H11.4.9 ♀9 ♂6 326 
2 If ♀10 ♂7 294 
3 11 ♀10 ♂7 302 
4 11 ♀11 ♂8 274 
5 If ♀9 ♂6 270 
6 11 ♀12 ♂9 240 
7 If ♀13 ♂7 316 
8 11 ♀14 ♂6 184 H11.4.22廃棄
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表7人工採苗員(第3回次)の飼育個体数の推移
水繕N。 H11.4.11 H11.4.15 H11.4.22 H11.7.30 

(収容) (取り上げ)
326.000 130，000 (128.3) 70，000 (144.9) 48 

2 294.400 234，000 (124.2) 142，000 (133.6) 30 
3 301.600 288，000 (126.0) 164，000 (138.6) 127 
4 274.000 132，000 (124.6) 50，000 (131.2) 88 
5 270.000 172，000 (128.6) 96，000 (142.9) 247 
6 240.000 140，000 (133.0) 68，000 (162.1) 45 
7 316，000 140，000 (126.2) 26，000 (171.5) 86 
8 184.000 10.000 (128.0) 。
注)( )肉は平均殻長:μm
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